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大
い
な
る
門
出
 

入
学
式
 

▲校長先生の言葉に緊張？ 

▼お母さんと初登校 ▼みんながまってる講堂へ手をつないで 

小
さ
な
一
歩
で
も
 
つ
 

I 0 

平成 2年度子算 	2・3 

町議会惟告 	 4 ・5 

平成元年度金木町褒賞授与式… 5 

ご存じですか 

民生委員と保健協力員 

主 

な 

内 

容 

人
ロ
と

世
帯
 

みんな元気，ノ 
	' 

出稼農業者事業所訪間 

お知らせ 	 9 

金木病院カルテ 

戸籍の窓 

、 

3月未日現在 前年同月比 

男 6,378人 - 95人 

女 6,964人 - 92人 

計 13,342人 - 187人 

世帯数 3,896 

、 



町 	 税 

563,570(15.2%) 

町 	 債 

555,600(15.0%) 

国 庫 支 出 金 

252, 606 (6. 8%) 

県 支 出 

127,087(3.4%) 

地 方 交 付 税 

1,850,000(49.8%) 

新
年
度
予
算
の
概
要
 

平
成
二
年
度
の
金
木
町

一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
三
十
七
億

一
千
三
百
十
六
万
八
千
円
と
対

前
年
度
比
、
四
億
九
千
四
百
四
十

八
万
九
千
円
増
、
 】
五
・
四
％
の

伸
び
で
最
近
で
は
、
町
史
上
最
 

大
規
模
の
予
算
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
歳
入
面

の
伸
び
で
は
、
 

国
庫
支
出
金
九

六
・
三
％
増
、
 

町
債
七
四
・
四

％
増
、
地
方
交

付
税

一
O

・
】
 

％
増
と
な
っ
て

い
る
。
 

歳
出
面
に
お

い
て
は
、
衛
生

費
が

一
O
六
・

五
％
増
と
突
出

し
た
伸
び
を
み
 
 

せ
て
い
る
。
 

今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
で

は
、
塵
芥
処
分
場
建
設
事
業
費

四
億
九
百
九
十
九
万

一
千
円
、
 

教
育
施
設
の
充
実
の
た
め
、
中

学
校
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
 
 ー

タ
ー
を
導
入
す
る
費
用
一
千

九
百
五
十
六
万
円
、
重
度
の
心

身
障
害
者
が
月
に
二
回
病
院
等

に
利
用
す
る
際
の
重
度
心
身
障

害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
一

百
四
十
七
万
九
千
円

（
基
本
料

金
）
、
町
営
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
拡

幅
の
た
め
の
用
地
購
入
費
九
十

三
万
一
千
円
、
川
倉
小
学
校
新
 

築
工
事
競
技
設
計
料
二
十
万
円
 

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
 ユ
ニ

ー
 

ク
な
項
目
と
し
て
は
白
寿

（
九
 

現
下
の
地
方
財
政
は
、
累
積

し
た
巨
額
な
借
入
金
残
高
を
抱

え
、
公
債
費
負
担
が
年
々
増
加

し
て
お
り
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
於
い

て
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
地
方

債
の
抑
制
に
努
め
公
債
費
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
他
方
歳
出
面

で
は
経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
る
と

と
も
に
生
活
関
連
施
設
等
の
整

備
及
び
地
域
の
独
創
的
で
個
性

豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
必
要
な
事
業
量
を
確
保
し

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

当
町
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
 
 十

九
歳
）
を
迎
え
た
老
人
に
、
 

九
十
九
万
円
贈
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
 

度
に
引
き
続
き
昭
和
六
十
三
年

度
も
多
額
の
黒
字
を
計
上
し
、
 

財
政
運
営
上
は
一
応
の
小
康
状

態
と
な
っ
て
い
る
が
各
施
設
の

雑
持
管
理
費
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
、
川

倉
小
学
校
の
改
築
等
大
規
模
事

業
も
抱
え
て
お
り
今
後
も
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
の
た
め
、
新
年
度
予
算
は

経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
前
年
度
当
初
並
と
し
、
 

経
費
の
節
減
に
努
め
、
投
資
的

経
費
に
つ
い
て
も
年
次
計
画
の

事
業
で
あ
っ
て
も
再
度
見
直
し

を
計
り
、
過
大
な
超
過
負
担
を

生
じ
な
い
よ
う
十
分
考
慮
し
、
 

編
成
に
あ
た
る
も
の
と
す
る
。
 

一  

妙

一 一 一 一 一 一 一 

算
 
ノ

ノ
！
 

の
 

、
、
、
 
予
 
ノ

ノ
ノ
 

昭和61年度 昭和62年崖 昭叫3年度 平嶋元年度 f虞2年度 

子算加しHリ） 	2869174 2‘畑I 2834962 3216679 371316$ 

平
成
二
年
度
予
算
編
成
方
針
 

平成2年度予算 
37億1,316万8千円 

	 111111川川金木だより ② 



水 道 事 業 会 計 

事業収益 	 194,488 

給水収益 	 134,685 

受託工事収益 	7,000 

その他の営業収益 	52 

受取利息及び配当金・・・12,000 

他会計補助金  	40,751 

事業費用  	194,488 

原水及び浄水費  	21,829 

配水及び給水費  	16,187 

受託 L事費  	7,000 

総係費  	43,726 

減価償却費  	35,906 

支払利息  	・63,411 

その他  	6,429 

資本的収入 

資本的支出  	55,015 

うち企業債償還金 38,765 

③ 金木だより~川川IIIIIIII 

国民健康保険特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

歳入 	  193 
繰入金 	  192 

繰越金 	 1 

歳出 	  193 
公債費 	  193 

歳入 	  1,028,472 
保険税 	 427,051 

国庫支出金 	 516,474 

療養給付交付金 	41,299 

繰入金 	 33,000 

その他 	 10,648 

歳出 	  1,028,472 

保険給付費 

老人保険拠出金 	 226,906 
総務費 	 49,975 

その他 	 19,927 

老 人 保 険 特 別 会 計 

歳入 	  788,892 

支払基金交付金 	 552,687 
国庫支畠金 	 157,468 

その他 	 78,737 

歳出 	  788,892 
医療諸費 	 788,889 

その他 	 3 

主 な 事 業 歳 出 
費 総 	 務 

衛 生 資 

農 林 水 費 

商 エ 費 

土 木 費 

防 消 

消防施設整備事業 

費~ 

26900 

その他 

206,384(5.6%) 

土 

262 
木 	費 

,728(7.1%) 

消 防 	費 

265 ,459(7.2%) 

農林水産業費 

285 ,842(7.7%) 

民 生 	費 

367 ,851(9.9%) 

公 債 	費 

443 ,288(11.9%) 

総 務 	費 

513,568(13.8%) 

~フ 

教 青 	費 

542,727(14.6%) 

り 

' 

衛 生 	費 

825 ,321(22.2%) 

軽四輪貨物自動車購人 	 914 

川倉小学校整備・ド業 	 400 
嘉瀬小学校整備’ド業 	  17822 
喜良市小学校整備・ド業 	 3000 
金木中学校整備’ド業 	 1000 
金木南中学校整備事業 	 47760 
保健体育施設整備事業 	 203931 

金木中学校’金木南中学校一一 	
19560 

金木中学校・金木南中学校 

パーソナルコンピューター購入 

金木小学校整備事業 金木小学校整備事業 	 4000 

除雪ドーザ購入 	  11795 
地方道改修事業 	  19211 
道路整備事業 	 76000 
桜づつみモデル事業 	 3621 
住宅改修事業 	 5000 
住宅建設事業 	 52703 

公園整備事業 	 35000 

農業基盤整備事業 	 83610 

新農村地域定住促進対策’ド業 	  29570 
畑作振興対策事業 	 2516 
水田農業確立対策事業 	 ・6175 
自動〕li購入 	 1350 

防災広報車載無線購入 	 3045 

町有財産購入 	 8000 
マイクロバス購入 	 6000 
交通安全対策事業 	 3115 

霊園整備事業 	 7983 

嘆芥収集車車庫建設事業 	 9200 
塵芥収集車購入 	 ・8000 

塵芥処分場建設事業 	 409991 



濯舞→し 
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▲厳粛な議場 

,
 

「
一
 

(
 

第
百

三
十

一
回
金
木
町
議
会
 

定
例
会
報
告
 

竹
内
武
六
氏
が
新
議
長
に
就
 

終
了
し
た
。
 

任
し
て
初
め
て
の
三
月
町
議
会
 

三
月
定
例
会
は
予
算
議
会
と

定
例
会
が
三
月
九
日
開
会
、
会
 
呼
ば

れ
る
重
要
な
も
の
で
、
平

期
を
十
七
日
ま
で
の
九
日
間
と
 
成
二

年
度
の
予
算
を
審
議
す
る

決
め
「
平
成
二
年
度
金
木
町

一
 
予
算
特
別
委
員
長
に
は
其
田
豊

般
会
計
予
算
」
な
ど
議
案
十
八
 

一
氏
が
就
任
し
、
細
部
に
わ
た

件
、
報
告
三
件
を
原
案
通
り
可
 

り
審
議
さ
れ
た
。
 

決
。
会
期
を

一
日
繰
り
上
げ
て
 

ま
た
一
般
質
問
に
は
、
吉
崎
 

正
光
議
員
、
中
村
政
徳
議
員
、
 

沢
田
茂
議
員
の
三
氏
が
登
壇
し

た
。
 

可
決
さ
れ
た
議
案
、
報
告
は

次
の
通
り
。
 

議
案
第

一
号
 

平
成
元
年
度
金
木
町

一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
十
号
）
の
件

議
案
第
二
号
 

平
成
元
年
度
金
木
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
事
業勘
定
）
 

補
正
子
算

（
第
三
号
）
の
件

議
案
第
三
号
 

平
成
二
年
度
金
木
町
一
般
会

計
予
算
の
件
 

議
案
第
四
号
 

平
成
二
年
度
金
木
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
事
業勘
定
）
 

予
算
の
件
 

議
案
第
五
号
 

平
成
二
年
度
金
木
町
老
人
保

険
特
別
会
計
予
算
の
件
 

議
案
第
六
ザ
 

平
成
二
年
度
金
木
町
水
道
事

業
会
計
予
算
の
件
 

議
案
第
七
号
 

平
成
ニ
年
度
金
木
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
の

件
 

議
案
第
八
号
 

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職

員
の
懲
戒
免
除
及
び
職
貝
の
賠

償
責
任
に
基
づ
く
債
務
の
免
除
 
 に

関
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
九
号
 

金
木
町
白
寿

（
九十
九
歳
）
 

祝
金
支
給
条
例
の
件
 

議
案
第
十
号
 

金
木
町
水
田
農
業
確
立
特
別
 

対
策
基
金
条
例
の
件
 

議
案
第
十
一
号
 

神
原
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
 

ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
ニ
号
 

金
水
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
 

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
三
号
 

金
木
町
火
葬
場
設
置
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
四
号
 

金
木
町
火
罪
場
使
用
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
五
号
 

金
木
町
企
業
職
員
の
給
与
の
 

種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
六
号
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
事
務
組
合
の
設
立
の
件
 

議
案
第
十
七
号
 

寄
付
採
納
の
件
 

議
案
第
十
八
号
 

町
道
認
定
の
件
 

報
告
第

一
号
 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告

及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
平
成
元年
度
金
木
町
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第八
号
）
)
 

報
告
第
二
号
 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告

及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
平
成
元
年度
金
木
町
一
般
会
 

吉
崎

正
光
議
員
 

質
問
 

①
町
長
の
政
治
執
行
に
当
た
っ

て
の
展
望
的
構
想
に
つ
い
て
。
 

②
町
づ
く
り
百
年
の
大
計
は
。
 

③
道
路
保
全
と
そ
の
確
立
に
つ

い
て
。
 

答
弁
 

①
ー
町
長
 

金
木
町
は
由
緒
あ
る
観
光
資

源
が
豊
富
で
あ
り
観
光
の
町
と

し
て
脱
皮
し
た
い
。
当
面
の
課

題
と
し
て
は
大
人
数
が
宿
泊
で

き
る
温
泉
ホ
テ
ル
が
欲
し
い
。
 

②
廿
町
長
 

農
業
問
題
で
は
、
全
国
的
な

米
あ
ま
り
農
政
を
ど
う
す
る
か
 
 計

補
正
予
算

（
第
九号
）
 

報
告
第
三
号
 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
 

及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
大堰
川
災
害
復
旧

（
嘉
瀬
第
 

一
号
）
工
事
請
負
変
更
契
約
の
 

件
）
 

な
ど
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
 

金
木
独
自
の
転
作
作
物
の
開
発

を
期
待
す
る
。
ま
た
、
雪
の
克

服
や
そ
の
利
用
も
ま
た
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
 

③
ー
町
長
 

道
路
の
保
全
に
つ
い
て
は
た

だ
ち
に
調
査
を
す
る
。
 

中
村
政
徳
議
員
 

質
間
 

①
当
面
す
る
国
有
林
と
町
の
対
 

応
に
つ
い
て
。
 

②
部
分
林
の
育
成
に
つ
い
て
。
 

③
日
中

（
羅店
銀
）
と
の
友
好
 

促
進
に
つ
い
て
。
 

答
弁
 

①
廿
町
長
 

""lcii 金木だより ④ 

一
般
質
問
及
び
答
弁
（
要
旨
）
 



ト
町
長

よ
り

褒
賞
を

授
与
さ
れ

る
受
賞

者
 

4
3人
1
0団
体
に
褒
賞
 

平
成
元
年
度
 

金
木
町
褒
賞
授
与
式
 

金
木
町
に
は
日
本
三
大
美
林

の
ー
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
ヒ

バ
の
美
林
が
ひ
ろ
が
っ

て
い
る
。
 

金
木
営
林
署

は
歴
史
が
古
く
、
 

営
林
署

の
統
廃
合

に
は
不
安
が

あ
る
。
将
来
国
有
林

が
町
と
民

間
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
そ
の
管

理
を
営
林
署
が
行
う
よ
う
な
林

政
に
期
待
し

て
い
る
。
 

②

I
町
長
 

過
去
に
予
算
化
を
し

て
き
た

が
、
投
入
し
た
金
額
分
が
回
収

で
き
そ
う
も
な
い

こ
と
が
た
び

た
び
問
題
化
し

た
。
し
か
し
な

が
ら
損
得

の
問
題
で
は
な
い
の

で
担
当
委
員
会
に
諮
り
、
善
処

し
た
い
。
 

③
廿
町
長
 

今
後
は
、
羅
店
鎮
と
青
年
逮

や
農
民
の
交
換
研
修
を
は
か
る
。
 

中
国
に
お
い
て
搾
菜

の
作
付
や

味
付
、
練
醤
の
醸
造
の
し
方
な

ど
を
学
び
、
実
効
あ
る
交
流
が

で
き
れ
ば
と
思
う
。
特
に
金
木

町
に
適
す
る
転
作
作
物
を

導
入

し
た
い
。
 

沢
田
茂
議

員
 
 

質
間
 

①
六
ケ
所
村
の
核
燃
サ
イ
ク
ル

施
設
事
業
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。
 

②
災
害
復
旧
事
業

の
施
行
手
統

に
つ
い
て
問
題
は
な
か
っ
た
か
。
 

③
じ
ん
芥
処
理
場
の
事
業
計
画

内
容
に
つ
い
て
。
 

④
金
木

町
の
農
業
政
策
に
つ
い

て
。
 

答
弁
 

①

I
町
長
 

町
長
職
と
し

て
は
軽

々
し
い

意
見
は
の
べ
る
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
。
 

②
ー
町
長
 

施
行
手
続

に
つ
い
て
は
ル
ー
 

ル
を
守
り
誤
り
な
き
よ
う
今
後

共
努
め
る
。
 

③
ー
民
生
課
長
 

基
本
設
計
で

は
、
処
分
方
法

は
セ
ル
方
式

（
即
日
ゴ

ミ
の
上

に
土
を
か
け
る
）
で

行
い
、
汚

水
は
、
接
触
ば
っ
気
法

（
汚
水

槽
内
の
微
生
物

に
空
気
を
送
り

込
ん
で
酸
化
・
分

解
）
で
浄
化

し
ま
す
。
 

④

I
産
業
課
長
 

転
作
作
物

の
収
益
的
向
上
な

ど
と
共
に
畑
作
物
な
ど
様
々
な

複
合
経
営
で
対
処
し
て
い
き
た

い
。
 

「
本
町
の
政
治
，
経
済
、
文

化
、
社
会
そ
の
他
町
政
新
興
に

寄
与
し
、
ま
た
は
広
く
町
民

の

模
範
と
な
る
個
人
ま
た
は
団
体

を
褒
賞
し
、

も
っ
て
本
町
の
自

治
振
興
と
民
風

の
作
興
を
促
進

す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
平

成
元
年
度
金
木

町
褒
賞
の
授
与

式
が
三
月
二
十
六
日
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
褒
賞
受
賞
者
は
自
治

功
労
褒
賞
十
五
人
、
特
別
功
労

褒
賞
二
十
八
人
ト
団
体
で
そ
れ

ぞ
れ
町
長
よ
り
『災
賞
が
授
与
さ

れ
た
。
 

受
賞
後
、
転
作
実
行
組
合
長
 

と
し
て
特
別
功
労
褒
賞
を

受
け
 

た
吉
田
登
志

一
さ
ん
が
受
賞
者
 

を
代
表
し

て
「
本
日

の
受
賞
を
 

奨
機
に
、
更
に
町
発
展
の
た
め
 

努
力
し
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
 

を
述
べ
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
。
 

〈
自
治
功
労
褒
賞
〉
 

古
川
哲
雄
 

（
町
議
会
議
員
十
二
年
以
上

）
 

工
藤
サ
ダ
 

（
町
職
貝
二
十
年
以
上

）
 

白
川
教

f
（
同
）
 

山
中
光
子

（
同
）
 
 

其
田
光
子
 

（
金
木
病
院
職
員
二
十
年
以
上
）
 

川
村
京
子

（
同
）
 

泉
谷
和
子

（
同
）
 

西
村
賢

一
 

（
消
防
署
職
員
ニ
十

年
以
上

）
 

桑
田
淳

（
同
）
 

津
島
昭
三
郎

（
同
）
 

田
中
岡
雄

（
同
）
 

田
中
弘
通

（同
）
 

津
島
豊

（
同
）
 

山
形
俊
彦

（
同
）
 

田
中
行
雄

（
同
）
 

〈
特
別
功
労
褒
賞

〉
 

佐
藤
良
治
 

（
職
業
訓
練
協
会
理
事
、

講
師
）
 

占
川
純

一
 

（
体
育

（
ス
キ
ー
）
に
貢
献
）
 

渋
谷
道
子
 

（
共
済
組
合
職
貝
二
十
年
以
上
）
 

桜
井
緑
 

（
嘉
瀬
農
協
職
員
二
十
年
以
上

）
 

阿
部
久
治
 

（金
木
町
農
業
共
済

粗
合
理
事
）
 

戊
利
勇

（
同
）
 

小
野
敬
子
（
婦
人
交
通
整
理

1
4)
 

工
藤
勝
雄
 

（
金
木
町
商
工
会
理
事
）
 

荒
関
春
夫

（
同
）
 

算
用
子
正
樹
 

（
金
木
町
交
通
安
全

協
会
理
事
）
 

伊
藤
正
一
 

嘉
瀬
農
業
協
同
組
合
役
員
）
 
 

秋
谷
勇
助
（
転
作
実
行
組
合
長
）
 

鈴
木
正
則
（
同

）
 

岡
田
正
七

（
同
）
 

棟
方
兼
夫

（
同
）
 

加
賀
谷
満
雄

（
同
）
 

古
川
浅
四
郎

（
同
）
 

竹
内
義
就
（
同

）
 

古
田
登
志
一
 
（
同
）
 

白
川
兵
蔵
（
同
）
 

金
木
町
交
通
安
金

協
会
蒔
田
支
 

部

（
交
通
安
金

）
 

渋
谷
多
加
（
献
血
三
十
回

）
 

白
川
美
佐
義
 

（
消
防
団
員
三
十
年
以
上

）
 

泉
谷
唯
男

（
同
）
 

藤
本
弟

（
納
税
組
合
長
）
 

鎌
田
善
人

（
納
税
推
進
協
力
者

）
 

津
島
勝
雄

（
同）
 

笹
森
洋
児

（
同）
 

大
東
ケ
丘
納
税
貯
蕎
組
合
 

（
組
合結
成
ニ
十
七
年
）
 

新
富
町
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

七
タ
野
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

喜
良
市
下
派
立
納
税
貯
耕
組
合
 

（
同）
 

ト
町
納
税
貯
蓄
組
合

（
同）
 

野
崎
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

川
端
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

（
組
合
結
成
二
十
六
年
）
 

川
上
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

川
倉
新
興
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

高
橋
節
次
 

（
青
少
年
健
全
育
成
貢
献
者
）
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ご
存
じ
で
す
か
 

民
生
委
員
と
保
健
協
力
員
 

民
生
委
員
 

民
生
委
員
は
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
保
護
指
導
の

こ
と
に
あ

た
り
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
名

誉
職
で
、
県
知
事
の
推
薦
に
よ

り
厚
生
大
臣
が

こ
れ
を
委
嘱
。
 

任
期
は
三
年
で
す
。
 

民
生
委
員
の
職
務
は
、
 

①
常
に
社
会
調
査
を
行

い
地
域

の
実
情
を
把
握
し
、
生
活
状
態

を
審
か
に
し
て
お
く
。
 

②
保
護
を
要
す
る
者
を
適
切
に

保
護
指
導
す
る
。
 

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
と
密
接

に
連
絡
し
そ
の
機
能
を
助
け
る
。
 

④
福
祉
事
務
所
、

そ
の
他
関
係

行
政
機
関
の
業
務
に
協
力
す
る
。
 

⑤
前
項

の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
、
生
活
の
指
導
を
行
う
。
 

と
い
う
も

の
で
す
。
 

現
在
の
民
生
委
員
の
方

々
は

次
の
通
り
で
、
任
期
は
平
成
四

年
十

一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
 

金
木
地
区
 

前
田
 

吉
田
 

白
川
 

三
軒
町
・
新
富
町
 

荒
関
 
照
春

米
町

・
小
川
町
 

佐
々
木
ヤ
ェ

芦
野
町

・
寺
町

・
浦
町
 

成
田
 
チ

セ

南
新
町

・
田
町
 

福
士
兼
次
郎

本
町

・
栄
町
一
川
端
町
 

徳
田
キ
ョ

エ

神
明
町
・
北
新
町
 

工
藤
 
保
弘

朝
日
町
・
朝
日
団
地
 

中
村
 
勝
雄

昭
和
町
 
斎
藤

千
万
次
郎

上
山
道
町

・
中
山
道
町
 

秋
谷
 
勇
助
 

●

美
晴
町

・
下
山
道
町
 

沢
田
 
陽
允

見
崎
町

・
芦
野
団
地
 

江
良
 
義
秋

若
松
町
 

川
村
 
金
蔵

藤
枝
 
工
藤
 

鉄
男

湯
の
川
・
向
道
 

泉
谷
 
竹
彦

女
坂

・
林
下
白
川
 
豊
光
 

@
E
宇
田
野

・
下
宇
田
野

白
川
 
章
一

大
東
ケ
丘
 
旭
ケ
丘
団
地

白
川
 
庄
治
 

嘉
瀬
地
区
 

上
中
柏
木

・
下
中
柏
木
 

原
田
 
菖
治
 

L
新
町
・
下
新
町
 

今
 
哲

三
 

上

・
中
・
下
小
栗
崎
 

伊
藤
 
定
雄
 

●

東
町
・
上
派
立

・
中
派
立
 

鳴
海
 
典
八

下
派
立

・
上
・
下
昭
和
町
 

唐
瀬
瑠
美
子

冷
水

・
本
町
・
車
町
 

原
田
 
清
治
 

後
町

・
畑
中
山
中
 
満
衛
 

新
堤
町

・
鍛
治
町

・
新
誠
町
 

木
村
 
治
利
 

o

上
古
町
・
下
占
町
 

鳴
海
為
之
助
 

喜
良
市
地
区
 

下
町

・
川
端
町
 

古
川
 
忠
男
 

上
柏
木
・
下
柏
木
 

古
川
 
勉
 

上
派
立

・
ト
派
立

・
双
葉
町
 

桑
出
 
昭

一
 

南
本
町

・
北
本
町
 

岡
田
 
満
弘
 

o

野
崎

・
林
町
鳴
海
 

賛

東
岩
見
町
・
西
岩
見
町
 

古
川
 
満
夫

更
生
部
落
 
葛
西
 

策
市

⑨
印
は
総
務

o
印
は
副
総
務
 

●

印
は
監
事
 

保
健
協
力
員
 

町
で
は
健
康
で
幸
せ
な
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

集
団

検
診
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
保

健
衛
生
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
 こ
の
事
業
を
効
率
か

つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
保
健
協

力
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

二
年
の
任
期
で
そ
の
役
割
は
、
 

地
区
の
健
康
観
察
及
び
連
絡

①
地
区
民
の
健
康
状
態
に
配
慮

し
、
長
く
医
者
に
か
か
っ
て
い

る
病
人
や
成
長
発
育
が
気
に
な

る
子
供
、
経
過
が
順
調
で
な
い

妊
婦
な
ど
を
発
見
し
た
ら
保
健

婦
に
連
絡
す
る

（
脳
卒
中
患
者

は
も
れ
な
く
連
絡
）
 

②
町
内
で
保
健
活
動
に
つ
い
て

望
ん
で

い
る
こ
と
を
保
健
婦
な

ど
に
伝
授
す
る
。
 

事
業
へ
の
参

加
 

①
各
種
検
診

・
健
康
相
談
・
健

康
教
室

・
栄
養
教
室
な
ど
の
日

程
を
町
内
会
の
協
力
を
得
る
な

ど
し
て
周
知
さ
せ
る
。
 

②
各
種
検
診

の
受
診
を
勧
誘
し

申
込
書
を
提
出
す
る
。
 

③
検
診
な
ど
に
お
け
る
準
備
・

受
付
・
整
理
な
ど
簡
単
な
仕
事

に
協
力
す
る
。
 

④
自
ら
も
率
先
し
て
事
業
に
参

加
す
る
、
 

集
会
 

保
健
協
力
員
の
仕
事

を
行
う

上
で
、
必
要
な
知
識
を
得
る
た

め
に
会
合
を
設
け
る
な
ど
話
合

い
や
研
修
を
す
る
。
 
（
衛
生
担

当
・
保
健
婦
が
令
面
協
力
す
る
）
 

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
保
健
協
力
員
は
次
の

方
々
で
任
期
は
平
成
四
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
で
す
。
 

金
木
地
区
 

本
町
 

徳
田
キ
ョ

エ
 

●

栄
町
 
長
利
 
ギ

ョ

菊
地
カ
ッ

ェ
 

田
町
 

南
新
町
 

木
元
 

上
山
道
町
 
角
田
 

中
村
 
節
子
 

中
山
道
町
 
竹
内
 
照
子

秋
谷
 
弘

子
 

下
山
道
町
 
葛
西
 
リ
サ
 

美
晴
町
 

鳴
海
 
春
枝

山
本
 
幸
子

塚
本
美
智
子
 

昭
和
町
 

角
田
 
和
子

土
岐
 
瑞
子

角
田
美
津
子
 

神
明
町
 
阿
部
 

ト
ミ

前
田
 
イ
シ

伊
藤
美
代
子
 

●

朝
日
町
 

福
長
 
敏
子

津
島
 
タ

マ
 

秋
元
 
洋
子
 

外
崎
 
昭
子

北
新
町
 
中
元

ハ
ル
ョ

米
町
 
徳
田
ケ

イ
子
 

気
仙
 
ナ
ミ

＠
小
川
町
 

福
山
 
初
枝
 

●
 

角
田
ア
イ
子

川
瑞
町
 
棟
方
 

ミ
エ

寺
町
 
柴
田

寿
美
江
 

●

芦
野
町
 
成
田
 
チ

セ
 

阿
部

ハ
ツ
エ

浦
町
 

石
戸
谷
良
子
 

田
中
 
ヒ
サ

新
富
町
 
内

海
 
昭
子
 

外
崎
き
み
よ

若
松
町
 
白

川
 
末
子
 

工
藤
ヤ
チ
エ
 

対
馬
 
テ
ル
 

川
村

ハ
ツ
エ
 

外
崎
 
恵
子

見
崎
町
 
白

川
 
治
子

三
軒
町
 
沢

田
 
ア
イ

沢
部

（
上
）
白
川
マ
ギ
コ
 

（
下
）
白
川
 
セ
ツ

旭
ケ
丘
団
地
津
島
 
淳

子
 

川
口
 
昭
子
 

工
藤
 
鈴
子

芦
野
団
地
 
逢
坂
 
昭

子
 

青
山
 

ユ
キ

大
東
ケ
丘
 
増
田
 
茂
子

蒔
田
 
秋
元
 

レ
コ
 

●
 

吉
田
 
ト
キ
 

神
原
 

石
戸
谷
ト
キ
エ
 

II川I川川金木だより ⑥ 
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み
ん
な
元
気
I
出
稼
農
業
者
事
業
所
訪
問
 

▼株式会社栄商事のみなさん 

▲有限会社伊藤建設のみなさん 

(
 

藤
枝
 
三
橋

つ
ぐ
子
 

原
田
 
久

江
 

●
湯
の
川
 

浅
利
イ
ッ
子

向
道
 
菊
池

テ
イ
子

女
 
坂
 
泉
谷
 

セ
イ

林
下
 
中
谷
 

幸
子

上
宇
田
野
 
泉
谷
 

キ
エ
 

泉
谷
テ
ッ
子

下
宇
田
野
 
其
田
 

勝
代

嘉
瀬
地
区
 

雲
雀
野
団
地
 
鳴

海
 
悦

東
町
 
小

松
ゆ
り
子
 

鎌
田
 
サ
ツ

上
小
栗
崎
 
松

川
 
檀
子
 

伊
藤
と
し
子

中
小
栗
崎
 
伊
藤
 

優
子

下
小
栗
崎
 
伊
藤
 

テ
ツ
 

●

上
派
立
 
木

下
 
節
子

中
派
立
 

吉
崎
 
濃
子

下
派
立
 

慶
瀬
瑠
美
子

上
新
町
 
小
山

内
カ
ッ
ミ

須
崎
て
つ
裏

下
新
町
 
須
崎
 

洋
子

油
谷
ギ
ミ

エ

上
昭
和
町
 
浜
田
 

育
子

卜
昭
和
町
 
岩
村
 

ゆ
り

鎌
田
 
政
子

り
本
町
 
小
倉
 

さ
つ
 

小
山
内
ミ
ギ

山
中
 
フ
エ

鳴
海
キ
シ

エ

土
岐
 
和
子
 

●

上
古
町
 
毛
内
 

レ
ツ
 

下
古
町
 
小
山

内
ト
ギ
エ

小
松
 
停
 

新
誠
町
 

舛
甚
 
純
子

新
堤
町
 
原
田

き
み
裏
 

鳴
海
 
順
子

上
鍛
冶
町
 
須
崎
 
朝
子

下
鍛
冶
町
 
土

岐
 
み
よ

上
中
柏
木
 
原
田
 
優
子

下
中
柏
木
 
原
田
波
津
子

喜
良
市
地

区
 

西
岩
見
町
 
伊
藤
 
タ

ミ
 

●
 

元
石
 
美
枝

東
岩
見
町
 
工
藤
マ

サ
子
 

●
 

古
川
 
芳
枝

更
生
部
落
 
工
藤
 

ユ
ギ
 

古
川
 
淳
子

林
町
 
今
 
信
子

野
崎
 

葛
西
ハ
ナ
エ

〇
北
本
町
 

岡
田
 
京
子

南
本
町
 

今
 
せ
ち

上
派
立
 

桑
田
瑠
璃
子

下
派
立
 

桑
田
 
照
枝

上
柏
木
町
 
古
川
ギ
ョ
エ
 

今
 
か
お
る

下
柏
木
町
 

今
 
ト
シ

ョ

下
町
 

今
 
栄
子

川
端
町
 

古
川
と
も
子
 

今
 
か

つ
豆

双
葉
町
 

今
 
チ
ョ

エ
 

今
 
愛
子

⑨
印
は
会
長
 
〇
印
は
副
会

長
 

●

印
は
理
事
 

平
成
元
年
度
出
稼
農
業
者
等

特
別
対
策
事
業
に
よ
る
『
出
稼

農
業
者
就

労
先
指
導
相

談
会
』
 

が
、
二
月
二
十
六
日
神
奈

川
県

横
浜
市
南
区
蒔
田
町
に
あ
る
固

伊
藤
建
設
で
、

続
い
て
二
十
七

日
は
東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西

の
脚
栄
商
事
で
行
わ
れ
た
。
 

今
回
訪
問
し
た
会
社
の
社
長

は
、
い
ず
れ
も
金
木
町
出
身
者

で
あ
り
、
故
郷
の
発
展

を
期
待

し
願
っ
て
い
る
方
々
で
、
年
度

末
に
当
た
っ
て
仕
事
が
大
変
多
 
 

忙
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

町

・
農
業
委
員
会
に
は
極
め
て

協
力
的
で
あ
り
、
ま
た
出
稼
者

も
お
疲
れ

の
と
こ
ろ
全
員
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
無
事
就
労
先

指
導
相
談
会
を
終

え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
相
談
会
の
中
で

話
題
と
な
っ
た
内
容
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
出
稼
ぎ
を
す
る
理
由
が
、

農

業
機
械
等
の
購
入

に
よ
る
負
債

の
た
め
で
あ
る
な
ら
ば
、
経
営

状
態
に
あ
っ
た
施
設
設
備
の
計
 
 

画
、
経
営
合
理
化
に
向
け
た
営

農
指
導
の
強

化
の
必
要

性

②
十
と
一
十

年
後
の
将
来
、
町

と
し
て
出
稼
ぎ
を
し
な
く
て
も

定
住
で
き
る
男
子
雇
用
型
会
社

の
設
立
や
、
事
業
お
こ
し

の
計

画
を
た
て
て
ほ
し

い
。
 

③
出
稼
ぎ
者
留
守
家
庭
が
事

業

所
訪
問
す
る
た
め
の
、
助
成
金

を
予
算
化
し

て
ほ
し

い
。
 

④
消
費
純
増
米
に
つ
い
て
は
、
 

出
稼
ぎ
者
が
よ
け
れ
ば
前
向
き

に
対
応
し
た
い
。
 

⑤
上
京
し
て
事
業
を
し

て
い
る
 

金
木
町
出
身
者
と
の
交
流
。
 

（
金
木
町
農
業
委
員
会
 

田
中
 
悟
）
 

お
わ
び
 

三
月
ぢ
校
内

ス
ギ
ー
大
会
川

倉
小
学
校
旗
回
り
（
レ
ー
ス
ス

ギ
ー
に
よ
る
回
転
）
で
四
年
女

子
浅
利
恵
子
は
浅
利
真
喜
子
の

誤
り
で
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し

て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
 

⑦ 金木だより川川川liii" 

後 畑 車 冷
町 中 町 水 



魯
 

さくらまつり 

夢 

Hliii旧川田川金木だより ⑧ 

会期を一日延長 

芦野公園さくらまつり％~% 
県立自然芦野公園 

'90金木桜まっり行事日程 

月 日 行 	事 	名 時 間 場 	所 

…
・
 
日
、
ー
 
 

明
怨
呪
 

金木町朝野球選手権大会 

‘90金木桜まっり馬力大会

知6回西北 L中学校選抜卓球大会

第19回西北脱I11I剃蝿抜ソ外ポ-fl火会

第2回’本ti'.>I Ct4rLt'fr器男トポール大令

西北五小中学校相撲大会 

'90金木桜まっり開会式 

＆加 

8:00 

8:30 

8:30 
8:30 

9:加 

11:00 

金 小 球 場

園 内 馬 場

農桑者トレセン

金中ソフト球場

金 中 球 場

園内町営相撲場

登仙岬入 口 

3
0
 

日
、
・
)
  

第19回北Ii.地区防犯少年野球大会

第2回を木郡lAi'J7IK .' -, I A 一‘k令

自川章一・民謡，手踊，舞踊ショウ 

’即金木桜まっりカラオケ選手権大会 
受什m加中し込み111.0叫円’ーブI，参 

8:30 
8:30 

10:00 

12:00 

金 小 球 場

金 中 球 場 

演 	芸 	場 

演 	芸 	場 

胡

1
8
(
k
)
 

 

小山内清智民謡ショウ 

佐藤富治民謡ショウ 

戦残者慰霊前夜祭 

11:00 

13:00 

18:00 

場
 
場
 
堂
 

演
 
演
 
招

芸
 
芸
 
魂
  

2
休
 

日
！
 

戦 残 者 慰 霊 祭 

三浦みの る シ ョ ウ 

'90金木桜まっり花火大会 

m

器
一
 

招
 
演
 
登
 

魂
 
芸
 
仙
 

堂
 
場
 
岬
  

3
(
)
 

 

土 佐 犬 斗 技 大 会

消 防 団 観 閲 式

第211晒北lL中学校選抜野球大会

滝栄会芸能発表会 

’舶金木さ〈らまっり特g松演 

鏡五郎歌謡ショウ 

7:00 
8:30 
8:30 

10:00 

13:00 

園 内 馬 場 

金小グランド 

金中、金高野球場 

演 	芸 	場 

演 	芸 	場 
m玉の雁‘●全’H'“雌 

4
  

日
！
 く

 
休
 

第 2 mIIl社会人野球大会

県 ド 銃 剣 道 大 会

第211'll中学校選擬織大会 （準．決勝） 

第 2回津軽三味線全日本競技大会 
値叫 N H K,ll放退局．IlK日，a放遣 

ATv，“テレビ，豆島日報社．陸自新搾社
富査’局’ 大憐和鳳光生 

8:30 
9:加 
9:叩 

9:00 

金 小 球 場 

黒窃器異肥肥 
金中野球場 

演 	芸 	場 
岡天の”’士」外n蛇 

に
〕
 

 
口
］
)
 
 

(
 
祝
 

知5回西t五地区春季中学校.t1 に大会

第14回あしの陸 L競技選手権火会

茶 道 遠 州 流 野 点

扇謡会芸能発表会

津軽三味線発祥の地記念碑 tIIIlIl%) 

淋i‘需るg而碑は，郵，，賢 
山田千●~，福 I；りっ一行民謡ショウ 

3030:加 

加 
m 

8:

8:1010
11

13 

（冒●

三出鳳》 

農業者トレセン 

金中陸上競技場 

自然体賢村センター 

演 	芸 	場 

登 	仙 	岬 

漂m轟小件譜 

日 B 日 

三 L倖二道場歌謡ショウ

西 北 五 短 歌 大 会 

13:00 
13:00 

演 	喜 場 

ポニー牧埼北倒 

会期中 NHK大河ドラマ等パネル展、衛星放送フエア（まっり事務所前） 



⑨ 金木だより川川HHm"I 

白寿祝金 
田］ーでは 

「多年にわたり地域社会の発展に貢

献された白寿 (99歳）に達した長寿

者を褒賞し、併せて家族の労をねぎ

らうことにより、β汀民の敬老精神の

高揚を図る」 

ことを目的に白寿をむかえた長寿者

に祝い金99万円を支給することにな

りました。 

対象となる人は金木町に引き続き 

10年以上住所を有し、満99歳に達し

た人で、す。 

ちなみに現在の最高齢者は95歳で’ 

す。 

国民年金から 
⑨国民年金の保険奉~ 

4 月分から変わります＠ 

国民年金の保険料が、 4 月分から

定額 1カ月 8,400円に変わります。 

お年寄りや障害者などの所得の主

柱になってきている年金は、みなさ 

,くJが納める保険料・と国庫負担金など

によって運営されています。 

平均寿命の伸び’とともに増えてし、 

る年金受給者や物価スライ ドによる

年金額の引き上げにより、年金の支

才l、いに要する費用は、年々増加して

きています。 

だれもが長い老後を年金で幸せに

送れるよう、保険料・の引き上げにーつ

いて、 ご理解をお願いします。 

自衛官募集 
二等陸・海・空士として採用する

自衛官の平成 2 年度第一次募集を 4 
月 1 日から 6 月30日まで行うことに

なりましたので、待遇・試験日等詳

しいことについては下記にお問い合・

わせください。 

言己 

問い合わせ先 

自衛隊青森地方連絡音β 
五所川原募集事務所

イ主所 五戸）〒川原市字栄町34の 6 
電話 35一 2 3 0 5 

一 ． . 	． 	、、 	． 	一 一 

国
  
~税だより 

＠領収書や契約書と印紙税＠ 

私たちが日常の生活の中で、作っ

たりもらったりする文書の中には、 

領」I又書や不動産売買契約書などのよ

うに、印紙税がかかるものがありま

す。 

印紙税は、印紙税がかかる文書を

作った人が、その文書に定められた

額の収入印紙を貼り、1肖印して納付

する税金です。忘れずに印紙を貼り

ましょう。 
詳しくは、最寄りの税務相談室や

税務署にお尋ねください。 

裁判所から 
⑨憲法週間を迎えて＠ 

1 5月 3 日は、憲法記念日です。 

全国の裁判所で1ま、毎年、憲法記

念日を中Jふとする 5 月 1 日から 7 
日までの1週間を憲法週間とし、 

法務省や日本弁護士連合会の協カ

を得て、講演会等の各種行事を行

っています。 

2 民主主義を基調とする日本国憲

法は、法の支配の原則を採用して

います。 

民主主義は、本質的には、個人

の尊厳の確保、個人の自由と平等

の保障などを目標としていると言

われており、 日本国憲法も基本的

人権を広く保障しています。たノご

し、個人の権利が保障されている

カ、らといってもI也人の権利との共

存も図らなけれーばなりません。民

主主義の下における個人の権利は

法によって他人や国家権力による

不当な侵害から保護されると同時

に、公共の福t止等の要請によりそ

の限界が画され、権利の共存が図

られているのです。 

このように、法によって国民の

基本的人権を擁護し、●土会秩序を

確立することを支配といい、これ

は、民主主義国家において欠く こ

とのできない重要なものなのです。 

3 裁判所は、憲法の番人として、 

憲法や法律に従った公平な裁判を

することで、国民の基本的人権を

二芋り、正義を実現し、法の支配を

糸佳持する役割を果たしてきました。 

しかし、民主主義国家における

法の支配を支えるについて、最も

重要なのは、国民一人一人が自ら

法を守るという姿勢ではないで・し

よ うカ、。 

福祉タクシー運行 
この度、重度心身障害者（障害者

手帳に 1級と記載されーている者及び’ 

愛護手帳に A と記載されている者） 

の生活圏の拡大と社会参加を即し、 

福祉の増進を図るため、重度心身障

害者に代わって町で支」三l、いする 「金

木福祉タクシー運行」 制度を創設し

ました。 

対象者の申請に基づき、手続をす

ることになりますが、 これは金木町

内の二社のタクシー委託業者に限り

ます。 

詳細については、役場民生課まで’ 

お問い合わせください。 

電話 53- 2 1 1 1 内線 218 

春の防犯運動 	4/21'-'-'5/20 
春の防与巳う軍重カが実施さ才して二います。 
川」具或て喝哉場て‘嘱方う巳う軍動に進Aノで’参加して下さい。 
暴力の追放 暴力を追しM出せ締め日」せ街ぐるみ
盗難の防」上 カギかけた？戸にも窓にも車にも） 
少年非行の防止 く3こい子が育つ明るい家庭 

忘れていませんか．ノシートベルト 
あなたのためですシートベルト 

運転車のベテランであり、安全運転をしていても、飲酒運転や居眠り運転などのド

ライバーがいつ飛び込んで＜るかも知れません。そんな時あなたを守って＜れるのが

シートベルトです。運転するときは必ず正しく着用しましよう。正し＜しめたシート

ベルトは体重の50倍位の衝撃に耐え、もしもの時まさし＜あなたの命綱となります。 



れい か 

麗加ちゃん 
3Hl日生まれ 
休垂 3.280 g 
下中柏木 

成川憲昭さんの長女 

4 
のリひと 

利仁ちゃん 
2 月2711'Eまれ 
体重 3,060 g 
更生部落 

今清作さんの 2男 

し
て
、
不
幸
に
し
て
「
障
害
」
を

持
つ
人
も
出
て
き
ま
し
た

（
障

害
は
体
だ
け
で
は
な
く
、
心
に

も
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
。
 

体
に
 
「障
害
」
を
持
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
以
前
の
生
活
に
戻
る

為
に
訓
練
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
訓
練
が
 
「リ
ハ
ビ
リ
」
 
の

イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
人
が

実
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
 

で
は
「
リ
ハ
ビ
リ
」
 
って
何

な
ん
で
し
ょ
う
。
 

そ
の
本
当
の
意
味
は
、
 
「今

一

度
生
き
る
意
味
を
確
認
す
る
と

言
う
事
」
で
す
。
 

例
え
障
害
が
あ
っ
て
も
そ
の

人
が
そ
の
後
人
生
を
よ
り
良
く

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
 

も
し
も
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
 

そ
れ
以
前
よ
リ
も
質
の
高
い
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
思
者
さ
ん

と

一
緒
に
考
え
て
行
く
事
が
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
に
は
手
足
の
訓
練

が
必
要
な
人
も
い
ま
す
。
甘
葉

の
練
習
が
必
要
な
人
も
い
ま
す
。
 

車
椅
子
に
乗
り
、
漕
ぐ
事
を
覚

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
。
そ

ん
な
高
度
な
事
よ
り
も
ま
ず
寝

返
リ
を
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
。
金
木
病
院

の
リ
ハ
ピ
リ
に
は
い
ろ
い
ろ
な

人
が
、
毎
日
今

一
度
生
き
る
事

を
確
認
す
る
為
に
や
っ
て
く
る

の
で
す
。
そ
し
て
ス
ロ
ー
プ
を

伝
わ
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
社
会
に

出
て
い
く
の
で
す
。
 

一
 

金 金嘉 中 喜 
柏 良 

木 木瀬木市 

金 金 金嘉喜 
良 

木 木 木瀬市 

栃
木
県
 

中 金嘉 

Itl 木 瀬 

専
市

政
美

金
造

満
正

弘
 

四
郎

義
徳

兼
古
 

578374 708184758785597262 
才 才 才 才 才 才 才 才オ 才 オ オ 

嘉
 
瀬

五
所
川
原

嘉
 
瀬

函
館
市
 

嘉喜 金 金 金 中 嘉 嘉 金 金 金 市 
良 	 柏 

瀬 市 木 木 木 木瀬瀬 木 木 木 浦 

喜
良
市
 

喜
良
市
 

金 蒔 藤

木 田 枝 

国
際
交
流
の
申
し
子
云
P
ち
ゃ
ん
 

早
い
も
の
で
金
木
病
院
に
赴

任
し
て

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

金
木
病
院
の
第

一
印
象
は
、
建

物
の
立
派
さ
と
同
時
に
、
そ
の

構
遺
か
ら
「
リ
ハ
ピ
リ
」
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
く
姿
勢
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
 
「
リ

ハ
ピ
リ
」
 
の
訓
練
室か
ら
直
接

外
に
出
れ
る
様
に
ス
ロ
ー
プ
が

作
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
こ

の
ス
ロ
ー
プ
は
、
患
者
さ
ん
が

地
域
社
会
に
復
帰
す
る
為
の
社

会
と
の
重
要
な
接
点
で
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
 
「
リ
ハ
ビ

リ
」
と
言
う
考
え
が
ま
だ
充
分

に
浸
透
し
て
い
な
い
時
期
に
立

て
ら
れ
た
病
院
で
は
こ
の
様
な

社
会
と
の
接
点
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
そ

の
た
め
に
病
院
の
外
形
が
多
少

凹
凸
に
な
・
って
い
る
と
し
て
も

金
木
病
院
の
ス
ロ
ー
プ
は
非
常
 

園
 '

 
ー
 

に
重
要
な
ー
の
です
。
 

さ
て
 
「リ
ハ
ビ
リ
」
 
って
聞

く
と
こ
れ
・
を
読ん
で
い
る
皆
さ

ん
は
ど
の
様
な
感
じ
を
持
っ
て

お
ら
れ
ま

す
か
？

・
 

そ
れ
は
、
 手
足
の
不
自
由
な
人

を
白
衣
す

着
た
怖
い
人
が
訓
練

を
さ
せ
る
。

多
く
の
人
は
こ
ん

な
感
じ
書

持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ー
ょう
か
？
そ
れ
は
間

違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
 
「
リ

ハ
ピ
リ
」
 
は
、残
念
な
が
ら
適

当
な
日
本

語
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
為
に

カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
で

使
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
に
は

そ
の
様
な

考
え
方
が
無
か
っ
た

か
ら
で
す
。

三
十
年
く
ら
い
前

よ
リ
、
医

療
の
高
度
化
が
そ
れ

迄
に
は
型
念

な
が
ら
救
う
事
の

で
き
な
か
っ

た
人
の
多
く
を
助

け
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
 し
か
し
そ
の
中
の

一

部
の
人
に

は
、
救
命
の
代
償
と
 

町
が
募
集
し
た
国
際
結
婚
第

一
号
の
長
尾
修
治

・
ベ
リ
ン
ダ

夫
妻

（
平
成
元
年
三
月
三
日
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
町

に
て
挙
式

・
金
木
見
崎
町
）
に

平
成
．ル
年
十
ニ
月
十
五
日
国
際

交
流
の
架
け
橋
と
も
い
え
る
一
一

四
四
〇

g
の
男
の
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生
。
治

（
お
さ
む
）
と
命
名
。
 

尤
気

い
っ
ば
い
で
す
。
 

戸
籍
の

窓
 

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
の
は

金
木
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。
 

三
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

今
 

利
仁
 
清
作

成
田
 
麗
加
 
憲
昭

三
上
 
和
羽
 
誠
三

松
橋
 
康
隆
 
隆
三

白
川
 
美
穂
 
豊
光

今
 

裕
助
 
久
幸

金
滞
 
有
代
 

栄

津
島
 
果
歩
 
和
伸

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
宍
戸
 
敏
彦
昭

一
 

（
木
村
 

薫
清
秀
 

、
木
野
内
和
夫

楊
玄
 

（
工
藤
満
希
子
清

治
 

、
坂
本
 
直
弘
明
子
 

（竹
谷
 
秋
美

久
雄
 

、
神
島
 
栄
 

（
成
田
め
ぐ
美
 

羅
？
「
 

、
佐
々
木
顕
仁
 

（
佐
藤
左
千
子
 

（
鮮無
 

お
く
や
み

角
田
 
タ
ョ

大
西
作
治
郎

原
田
勘
之
助

加
賀
谷
ミ
サ

泉
谷
 

コ
ド

成
田
 
春
江

大
橋
喜
八
郎

木
下
 
た
み

今
 
唯
義

竹
内
喜
代
太
郎

川
中
豊
四
郎

深
田
 

徳
 

・mmm川川金木だより ⑩ 

金木病院力ルテ⑨ 

「リノ、ビリテーションとは」 

理学療法士 小野洋ー 
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